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全体構想策定作業部会報告 

 

■作業部会の役割：協議会に阿蘇草原再生全体構想案を提出するため、全体構想の方針や記述

の範囲などを検討するとともに、原案作成作業を行う。 

 

■検討経緯 
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第２回協議会以降 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ 

第１回作業部会 
・ 平成 18年２月 22日（阿蘇市農村環境改善センター） 
・ 出席者：部会員 10名 
● 作業部会の役割と全体構想案作成の進め方について協議 
● 阿蘇草原再生が目指すべき方向、全体構想で訴えたいこと

について協議 

第２回作業部会 
・ 平成 18年３月１日（阿蘇いこいの村） 
・ 出席者：部会員 11名 
● 第１回作業部会における討議内容の整理 
● 全体構想骨子素案の内容について議論 

小委員会での議論を反映させながら協議 

第２回阿蘇草原再生協議会 
●全体構想骨子案の協議 

各小委員会での協議 

全体構想原案作成
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全体構想作業部会員名簿 
  分類 委員名 所属団体・法人 

1 区・牧野組合等 江入幸和 跡ケ瀬牧野組合 代表理事組合長 

2 区・牧野組合等 中村辰司 小堀牧野組合 組合長 

3 区・牧野組合等 市原啓吉 町古閑牧野組合 組合長 

4 地元 NPO/NGO 等 中坊 真 NPO 法人九州バイオマスフォーラム 事務局長 

5 地元 NPO/NGO 等 山内康二 財団法人阿蘇グリーンストック 専務理事 

6 地元 NPO/NGO 等 坂元英俊 財団法人阿蘇地域振興デザインセンター 事務局長 

7 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 岩本和也 財団法人阿蘇グリーンストック 

8 学識・研究者 鈴木康夫 九州東海大学工学部リモートセンシング学科教授 

9 学識・研究者 寺崎昭典 寺崎動植物調査研究所 

10 学識・研究者 高橋佳孝 
独立行政法人近畿中国四国農業研究センター主任研究官、
宮崎大学農学部、NPO 法人緑と水の連絡会議 

11 行政 番匠克二 環境省九州地方環境事務所 国立公園・保全整備課長 

12 行政 大山雄基 南阿蘇村産業振興課 主事 

 
 
 


